
東京大学宇宙線研究所

宇宙線物理学における世界の中核機関

宇宙線・ガンマ線・ニュートリノ・重力波研究などを
国際的な共同利用・共同研究体制により推進

宇宙線国際研究拠点

1



宇宙線
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宇宙線
＝宇宙を飛び交う高エネルギーの
（素）粒子

Cosmic rays were discovered
in 1912 in balloon experiments

狭義には
電荷を持った（素）粒子を指す
言葉だが…

宇宙線は宇宙を飛び交う高エネルギー（一粒あたり
のエネルギーは可視光の一粒（＝光子）の100億倍
以上）の（素）粒子。主成分は水素原子核（＝陽子）
で、1912年に発見された。

宇宙線研究所は宇宙からのさまざまな形態の放射
を広い意味の「宇宙線」と定義して、宇宙からのさま
ざまな「メッセンジャー」を検出し、ブラックホールな
どが関係した宇宙の高エネルギー現象の研究、宇
宙を支配する基本法則の研究で世界をリードする。

宇宙からのさまざまな形態の放射
＝宇宙からの「メッセンジャー」

2



宇宙線検出の考え方 3

ガンマ線

荷電粒子
宇宙線

ニュートリノ
重力波
暗黒物質

①ガンマ線や低エネルギーの荷電宇宙線
は、大気中の原子核と相互作用してエ
ネルギーを失い、吸収されます。その結
果として生じる光の放射を、望遠鏡を用
いて検出します。

②荷電宇宙線によって生成され、地表
まで到達する二次宇宙線は、地表検出
器によって観測されます。

③ 宇宙線や自然放射線、その他の活動に
よるノイズを避けるために、地下検出器

が用いられ、ニュートリノ・重力波・
ダークマターの検出・探索が行われま
す。



さまざまなタイプの宇宙線と検出原理
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宇宙線研究所：宇宙線物理学における世界の中核機関

ミッション
宇宙からのさまざまな「メッセンジャー」を観測する多角的
な手段と理論的研究の両方を駆使し、激烈な天体現象、
宇宙の進化、など宇宙の謎を解明するとともに、宇宙を支

配する物理学の基本法則を研究することで、世界をリード
する。

宇宙線研究拠点の重要性
大型国際共同研究を主体として運営し、研究者の国際的
規模の協力、全世界的な研究グループの編成、世界的な
積極的人的交流、次世代研究者の育成に寄与し、学術研

究の発展に貢献する。

【組織図】

沿革
1950年 乗鞍岳に宇宙線観測施設「朝日の小屋」設置
1953年 東京大学宇宙線観測所となる

（我が国初に全国共同利用施設）

1976年 東京大学宇宙線研究所となる
1983年 神岡地下観測所設立、カミオカンデ実験開始
1996年 スーパーカミオカンデ実験開始

1997年 チベットAsγ実験開始
2000年 柏キャンパスに移転
2008年 テレスコープアレイ実験開始

2010年 共同利用・共同研究拠点に（2018年に「国際」）
2018年 CTA大型望遠鏡１号機完成
2020年 KAGRA 運転を開始

2021年 ハイパーカミオカンデ着工

組織
教職員：約160名
【教授13、准教授16、助教３１（2）<5>、研究員17（2）

<5>、技術職員7（1）、事務職員26（8）、非常勤職員49
（37）】2024年4月1日現在、（）内は女性、<>内は外国人（それぞ
れ内数）

大学院生：48名（３）
【博士課程26（3）、修士課程22（０）】

協議会、運営委員会などを通じて国内外の研究者コミュニ
ティとの密接な連携によって組織運営されている。
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1953年に日本初の共同利用研究所である「宇宙線観測所」から改称された乗鞍観測所、２つのノーベル
物理学賞を産んだ神岡宇宙素粒子研究施設などの国内施設、世界最高地の宇宙線観測施設（ボリビアの
チャカルタヤ）、世界最大級の装置（CTA、テレスコープアレイ）などの国外施設をホスト・運用している。

宇宙線研究所の国内・国外研究施設 6



宇宙線・ガンマ線・ニュートリノ・重力波・
ダークマター等の観測から
✓ ブラックホールなどが関係した宇宙
の高エネルギー現象を研究

✓ 宇宙を支配する基本法則を研究

東京大学宇宙線研究所

宇宙論、素粒子論

極高エネルギー宇宙線

観測的宇宙論
暗黒物質

ニュートリノ

高エネルギーガンマ線

重力波

銀河系宇宙線・ガンマ線

高エネルギー天体理論

宇宙線研究所は世界最高感度のさまざまな宇宙線観測装置をホスト・運用している。

電波〜可視光の観測による初期宇宙の研究、素粒子物理、宇宙論、高エネルギー天体理論などの理論的研
究、シミュレーション研究のエキスパートも多数おり、観測・理論の両面から研究している。
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マルチメッセンジャー天文学の推進

ニュートリノ、
宇宙線、
ガンマ線、
重力波…
     ↓
宇宙からのさまざまな

メッセンジャー

伝統的な天文学
（電波、光学、X線）

理論的研究・シミュレーション

さまざまな研究施設・研究グループと協力して

マルチメッセンジャー天文学を推進

共同観測、

共同データ解析

データの解釈、

現象の理解、
観測提案

データの解釈、現象の理解、観測提案



スプリングスクール
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